
令 和 ２ 年 ９ 月 ５ 日 

内 閣 府 (防 災 担 当 ) 

 

令和２年台風第 10 号への対応に係る 

関係都道府県知事に対する事務連絡の発出について 

本日、台風第 10 号の接近に伴い、至急の対応が必要であることから、内閣府政策統

括官（防災担当）より、消防庁、厚生労働省、国土交通省及び気象庁と連名で関係都

道府県知事に対して別紙の通り事務連絡を発出しましたのでお知らせいたします。 

＜問合せ先＞ 

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（災害緊急事態対処担当）付 福田、齋藤 

℡：03－3501－5695（直通） 



事 務 連 絡 

令和２年９月５日 

関係都道府県知事 殿 

内 閣 府 政 策 統 括 官 （ 防 災 担 当 ） 

消 防 庁 次 長

厚生労働省大臣官房危機管理・医務技術総括審議官 

国 土 交 通 省 水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 長 

気 象 庁 次 長

台風第 10 号に係る早急な避難について 

 大型で強い台風第 10 号は、６日午後から７日にかけて九州に接近又は上陸す

るおそれがあります。添付の資料のとおり、台風が接近する地域では、記録的な

大雨・暴風・高波・高潮となるおそれがあり、最大級の警戒が必要です。 

 特に、河川については、中小河川はもとより国管理の大きな河川においても、

計画降雨を超える流域平均雨量が見通されており、氾濫の危険性が高まってい

ます。また、土砂災害や高潮・高波による浸水・冠水のおそれもあります。 

 ６日（日）午後以降、九州南部から暴風域に入ることが予想されることから、

早めの避難により、命を守る行動をとることが必要です。 

 暴風域に入り避難に支障が生じる前にかつ、躊躇なく、避難勧告を発令し、住

民の安全を確保することが重要です。また、河川氾濫による浸水区域に限らず、

土砂災害等により被害の想定される区域からの避難も必要です。この旨、市町村

長に対し、周知徹底するとともに、公共交通機関の運行情報も考慮し、早急な避

難についての適切な対応がとられるよう、働きかけをお願いいたします。 

特に、昨年の東日本台風や令和２年７月豪雨の経験を踏まえ、医療機関や社会

福祉施設等の入所者の安全確保については、政令指定都市及び中核市と連携の

上、早め早めの避難にご留意ください。また、適切な情報収集を行い、躊躇する

ことなく災害救助法の４号適用についてご判断いただきますよう、よろしくお

願いいたします。 

 今後の地域ごとの気象や警戒情報に関しては、各河川管理者や気象官署が情

報提供等の支援を行います。関係機関との連携を十分に図っていただくよう、お

願いいたします。 

別 紙



• 今後、台風に伴う大雨による河川の増水・氾濫や、高潮による海岸・河口付近の浸水・冠水の
おそれがあります。

• 九州では、国管理河川の大きな河川を含め多くの河川で現状の整備水準を超える規模の雨量
が予測されており、氾濫の危険性が高まっています。また、他の地方でも河川が氾濫するおそ
れがあります。

• 市町村が作成している洪水ハザードマップなどを早いうちに確認し、浸水の可能性や避難する
場所・経路等を把握するとともに、避難への備えを行ってください。
※洪水ハザードマップのもととなる洪水浸水想定区域では、想定される最大浸水深のほか、氾濫流による家屋の倒壊が想定

される区域などがご覧になれます。

• 台風の接近する地域では、河川の増水等の際には、暴風により移動できなくなることも考えられ
るため、風が強くなる前に安全なところへ避難するなど早めに身の安全を確保してください。

• 河川の水位や危険性の情報を「川の防災情報」や「危険度分布」「ハザードマップポータルサイ
ト」などで確認することができます。（国土交通省・気象庁等のＨＰ参照）

• 気象・河川の情報や市町村の避難情報に留意し、早めの行動に心がけてください。

台⾵の接近に伴う河川の増⽔・氾濫に警戒
国 土 交 通 省
水管理・国土保全局

別添



計画規模降雨と雨量の見通し
９月5日

12時時点の資料

河川※１

計画規模降雨
（河川整備基本方針） 流域平均雨量

の見通し※２

7日12時までの
24時間雨量の見通し

（多いところで）流域平均雨量 継続時間

川内川 286 mm １２時間 約370 mm
(7日0時～12時)

九州
南部

400～
600ミリ

肝属川 490 mm ２日 約500 mm
(6日12時～8日12時)

五ヶ瀬川 352 mm １２時間 約410 mm
(7日0時～12時)

小丸川 447 mm ９時間
約380 mm
(ただし12時間
7日0時～12時)

大淀川 458 mm ２４時間 約560 mm
(6日12時～7日12時)

球磨川 262 mm １２時間 約390 mm
(7日0時～7日12時)

九州
北部

300～
500ミリ

取扱注意

※１ 計画規模降雨を超える可能性が高い河川を例示しているが、
支川や周辺の２級河川、他の地方の河川においても氾濫が懸念されることに注意が必要。

※２ 流域平均雨量の見通しは試行的なものであり、一般に公表していない。

国 土 交 通 省
水 管 理 ・ 国 土 保 全 局
気 象 庁



台⾵第10号について
（台⾵が接近する地域では、記録的な⼤⾬・暴⾵・⾼波・⾼潮に最⼤級の警戒)

＜気象概況＞ ⼤型で⾮常に強い台⾵第10号は南⼤東島の南にあり、北⻄に進んでいる。今後、次第に北よりに進路を変
えて、特別警報級の勢⼒まで発達し、６⽇午前に沖縄地⽅へ６⽇午後にかけて奄美地⽅に接近する⾒込み。その後
も特別警報級の勢⼒を維持したまま北上を続け、６⽇午後から７⽇にかけて九州に接近または上陸するおそれ。

＜暴⾵・⾼波＞ 台⾵が接近する地域では、記録的な暴⾵・⾼波となるおそれ。猛烈な⾵は、沖縄地⽅では６⽇にかけて、
奄美地⽅では６⽇朝、九州南部では６⽇⼣⽅から７⽇にかけて、九州北部地⽅では７⽇に吹くおそれ。また、沖縄地
⽅では６⽇にかけて、九州南部・奄美地⽅、九州北部地⽅、四国地⽅では６⽇から７⽇にかけてうねりを伴った猛烈な
しけとなる⾒込み。その他の⻄⽇本や東⽇本の太平洋側でも、警報級の⾼波となる⾒込み。

＜⾼潮＞ 台⾵が接近する地域では、記録的な⾼潮となるおそれ。沖縄地⽅では６⽇にかけて、奄美地⽅では6⽇、九州
南部や九州北部地⽅や四国地⽅では６⽇から７⽇にかけて、中国地⽅では７⽇から８⽇にかけて潮位が⾼くなる⾒
込み。

＜⼤⾬＞ 台⾵が接近する地域では、記録的な⼤⾬となるおそれがあり、台⾵から離れていても、⻄⽇本から東⽇本の太平
洋側では、東向き⼜は南向きの斜⾯を中⼼に⼤⾬となるおそれがある。

＜警戒事項＞ 台⾵が接近する地域では、記録的な⼤⾬・暴⾵・⾼波・⾼潮に最⼤級の警戒。台⾵から離れた地域でも、
⻯巻などの激しい突⾵に注意。気象庁の発表する最新の台⾵情報に留意するとともに、今後各地の気象台の発表する
早期注意情報や警報・注意報などの気象情報に留意。

令和2年９⽉５⽇12時00分

【⼤⾬の⾒通し】(単位:ミリメートル)

【暴⾵・⾼波の⾒通し】(単位(⾵):メートル毎秒(波):メートル)

⼤⾬、暴⾵、波浪、⾼潮の警報級となる可能性のある期間
（■可能性がある、■可能性が⾼い）
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7⽇ 8⽇時 12〜18 18〜6 6〜24
⽇ 5⽇ 6⽇

九州北部地⽅

九州南部

奄美地⽅

沖縄地⽅

関東甲信地⽅

伊⾖諸島

東海地⽅

近畿地⽅

中国地⽅

四国地⽅



今後の降水量の計算結果
予想最大24時間降水量

7日 8日6日

令和２年９月５日16時00分

※この資料は計算機によって算出された値であり、気象予報を発表する際の参考データの一つです。
最新の状況は気象台が発表する情報をご利用ください。



今後の降水量の計算結果

5日18時～6日18時までの
予想最大24時間降水量

令和２年９月５日16時00分

※この資料は計算機によって算出された値であり、気象予報を発表する際の参考データの一つです。
最新の状況は気象台が発表する情報をご利用ください。



今後の降水量の計算結果

6日18時～7日18時までの
予想最大24時間降水量

令和２年９月５日16時00分

※この資料は計算機によって算出された値であり、気象予報を発表する際の参考データの一つです。
最新の状況は気象台が発表する情報をご利用ください。



今後の降水量の計算結果

7日18時～8日18時までの
予想最大24時間降水量

令和２年９月５日16時00分

※この資料は計算機によって算出された値であり、気象予報を発表する際の参考データの一つです。
最新の状況は気象台が発表する情報をご利用ください。



台風第10号について（暴風域に入る確率） 令和2年９月５日16時00分

福岡県（福岡市）

大分県（大分市）

宮崎県（宮崎市）

佐賀県（佐賀市）

長崎県（長崎市）

熊本県（熊本市）

鹿児島県（鹿児島市）
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